
平成23年
1月号

No.070

1

主な内容　p2年頭のあいさつ、p3民生委員児童委員、p4-5２月の
江戸崎商店街、p6確定申告、p7男女共同参画、p8選挙結果、p10
登下校時の防災無線放送を開始、p11水道管の凍結に注意　など

表紙　認定こども園での餅つき大
会。12月17日、快晴の穏やかな日
に園児みんなでお餅をつきました。
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あなたの地域の相談役
新しい民生委員児童委員を紹介します

▪
江
戸
崎
地
区

▼
鹿
内 

達
雄
（
門
前
・
稲
波
）
再

▼
髙
木 

信
子
（
田
宿
）
再 

▼
宮

本 

庄
三
（
戸
張
）
再 

▼
青
宿 

幸

子
（
浜
新
宿
）
新 

▼
佐
藤 

隆
（
本

宿
荒
宿
・
根
宿
切
通
）
再 

▼
飯
嶋 

孝
平
（
大
宿
）
新 

▼
曽
根 

友
子

（
天
王
）新 

▼
黒
木 

貞
夫（
西
町
）

新 

▼
石
川 

幸
雄（
犬
塚
本
郷
）再 

▼
中
島 

宏
太
郎
（
犬
塚
本
郷
）
新 

▼
佐
渡 

保や
す
み
ち道

（
荒
野
）
新 

▼
芹

沢 

敏
夫（
新
山
・
小
角
）再 

▼
中

島 

哲
夫
（
上
君
山
）
新 

▼
宮
本 

満（
下
君
山
）新 

▼
渕
上 

剛つ
よ
し（

松

山
・
羽
賀
）新 

▼
戸
澤 

隆（
羽
賀
・

村
田
）
再 

▼
内う

ち
た田 

君
代
（
沼
田
）

新 

▼
佐
々
木 

茂
（
時
崎
）
再 

▼

酒
井 

咲
子（
小
羽
賀
・
時
崎
）新 

▼

池
田 

喜よ
し
え江（

上
蒲
ケ
山
）新 

▼
山

崎 

健
一（
下
蒲
ケ
山
）
新 

▼
浅

野 

達た
つ

（
月
出
里
）
再 

▼
市
村 

勝

美
（
月
出
里)

新 

▼
茂
木 

香
代

子（
花
指
）再 

▼
木
下 

雅
美（
沼

田
台
）再 

▼
遠
藤 

初
枝（
沼
田
台
）

再 

▼
宮
本 

憲
治
（
佐
倉
）
再 

▼

黒
田 

伸
治（
鳩
崎
本
郷
）新 

▼
糸

賀 

勝
已
（
野
原
）
再 

▼
宮
本 

伸

一
（
信
太
古
渡
・
稲
波
）
再 

▼
坂

本 

充
子
（
岡
）
再 

▼
根
本 

春
吉

（
須
賀
）再 

▼
中
澤 

洋（
椎
塚
）再 

▼
飯
沼 

千
々
惠
（
駒
塚
）
再 

▼

林
崎 

美
代
子
（
桑
山
）
新 

▼
武

内 

新
一（
南
ケ
丘
）新

▪
新
利
根
地
区

▼
本
橋 

正
勝
（
寄
居
）
再 

▼
鈴

木 

和
子（
寺
地
）新 

▼
大
津 

勇

（
寺
地
）
再 

▼
岡
野 

治
夫
（
新
利

根
新
宿
）
新 

▼
山
本 

弘
晃
（
新

利
根
新
宿
）
再 

▼
鈴
木 

稔
（
九

軒
）再 

▼
篠
田 

暠あ
き
お夫（

戌
渡
・
伊

崎
太
田
新
田
）
再 

▼
伊
藤 

よ
し

子
（
角
崎
狸
穴
）
再 

▼
大
貫 

規の
り

子こ
（
中
山
）再 

▼
寺
内 

洋
吉（
曽

根
）再 

▼
宮
本 

夏
子（
伊
佐
津
）

再 

▼
野
村 

巖
（
太
田
上
区
）
再 

▼
加
藤 

乃の
り
あ
き章

（
太
田
下
区
）
再 

▼
川
口 

清（
寺
内
・
小
野
）新 

▼

芝
井 

義
昭
（
堀
川
・
桑
山
新
田
）

再 

▼
野
友 

征
夫
（
根
本
1
区
）

再 

▼
本
橋  

幸
男
（
根
本
2
区
・

根
本
6
区
）再 

▼
林 

弘
子（
根
本

3
区
）
新 

▼
沼
﨑 

幸
子
（
根
本

4
区
・
根
本
5
区
）再 

▪
桜
川
地
区

▼
村
野 

富
美
子
（
浮
島
東
）
再  

▼
大
木 

博
文
（
浮
島
東
）
新 

▼

菊
地 

司
郎
（
浮
島
中
央
）
新 

▼

宮
本 

文
雄
（
浮
島
西
）
再 

▼
櫻

井 

和
夫
（
須
賀
津
）
再 

▼
平

野 

健
一
（
甘
田
）
再 

▼
根
本 
三み

好よ
し（

四
箇
）再 

▼
島
﨑 

淳き
よ
し（

阿
波
）

新 

▼
大
竹 

ヤ
ス
子
（
阿
波
）
再 

▼
鈴
木 

一
男
（
神
宮
寺
）
再 

▼

野
口 

梅
子
（
神
宮
寺
）
再 

▼
栗

山 

喜
雄（
柏
木
・
堀
之
内
・
羽
生
・

柏
木
住
宅
）新 

▼
村
山 

光
子（
田

宿
・
本
宿
・
古
渡
岡
）
新   

▼
廣ひ

ろ

田た 

靜
夫
（
本
宿
・
古
渡
岡
）
再
▼

松
田 

直（
飯
出
・
三
次
）新 

▼
山

木 

廣ひ
ろ
し（

三
次
・
馬
渡
）新 

▪
東
地
区

▼
田
丸 

治
（
東
１
区
）
新 

▼
根

本 

邦
子
（
東
２
区
）
再 

▼
坂
本 

吉
弘
（
東
３
区
）
再 

▼
根
本 

久

（
東
３
区
）
再 

▼
増
田 

義
一
（
東

４
区
）
再 

▼
諸
岡 

マ
リ
子
（
東

４
区
・
東
８
区
）再 

▼
長
妻 

正
雄

（
東
５
区
）再 

▼
深
澤 

正
男（
東
６

区
）
再 

▼
坂
本 

英
夫
（
東
７
区
）

再 

▼
新に

い

里さ
と 

清
子
（
東
７
区
）
再 

▼
渡
邊 

保や
す
お男（

東
８
区
）新  

▼
髙

城 

待
子
（
東
９
区
）
再 

▼
江
寺 

省し
ょ
う
ぞ
う

造（
東
９
区
）新 

▼
根
本 

智
惠

子
（
東
10
区
）
新 

▼
蛯え

び
は
ら原 

賢ま
さ
お夫

（
東
10
区
）
新 

▼
髙
須 

明
（
東
11

区
）
再 

▼
岩
崎 

昭
一
（
東
11
区
）

再 

▼
黒
田 

久
夫
（
東
12
区
）
再 

▼
坂
本 

章
（
東
13
区
）
再 

▼
高

村 

淳き
よ
し（

東
14
区
）
再 

▼
藤
澤 

紀と
し

夫お

（
東
15
区
）
再
▼
平
山 

一
男

（
東
16
区
）
再 

▼
森
田 

進
（
東
17

区
）再 

▼
板
橋 

正（
東
18
区
）再 

▼
大
谷 

光
一（
東
18
区・東
19
区
）

新 
▼
大
崎 
榮
（
東
19
区
・
東
20

区
）再 

▼
石
毛 
守（
東
20
区
）再 

▼
鈴
木 

信
幸（
東
21
区
）新 

▪
主
任
児
童
委
員

▼
四
ツ
谷 

千
惠
子
（
江
戸
崎
地

区
全
域
）再 

▼
鴻
野 

忠（
江
戸
崎

地
区
全
域
）
再 

▼
野
村 

由
紀
子

（
新
利
根
地
区
全
域
）
再 

▼
小

倉 

悦
子
（
新
利
根
地
区
全
域
）
再 

▼
太
田 

千
鶴
子
（
桜
川
地
区
全

域
）
再 

▼
瀧
澤 

香
代
子
（
桜
川

地
区
全
域
）新 

▼
根
本 

朝と
も
え榮（

東

地
区
全
域
）
再 

▼
姥
貝 

守
（
東

地
区
全
域
）再

※
新
＝
新
任
、
再
＝
再
任
、
か

っ
こ
内
は
担
当
地
区

民生委員児童委員は厚生労働大臣から委嘱されたボランティアで、
地域住民の立場に立って、福祉の推進のため、皆さんの暮らしを支援
する方々です。
　市では107人（主任児童委員8人）の民生委員児童委員が、皆さんの
心配ごとなどを解決するために、専門機関の紹介や行政機関とのパ
イプ役として、また、子どもからお年寄りまで市民の相談役として活
動を行っています。相談内容や個人情報など秘密は守られますので、
困ったことや心配ごとがあるときは、お気軽にご相談ください。
●稲敷市社会福祉課 社会福祉係（新利根庁舎）

　☎029-892-2000（内線3206）

主
任
児
童
委
員
と
は
…
…

民
生
委
員
児
童
委
員
の
う
ち
、

児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す

る
委
員
で
、
学
校
や
市
の
家

庭
児
童
相
談
室
な
ど
と
連
携

し
て
相
談
・
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
明
る
く
希
望
あ
ふ
れ
る
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
か
ら
市
政
運
営
に
あ
た
り
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、
市
長
職
に
就
い

て
一
年
８
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。多
く
の

課
題
に
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、
気
が
つ
け
ば
光
陰

は
ま
さ
に
矢
の
如
く
流
れ
て
お
り
ま
し
た
。私
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目
も
、
入
札
制
度
の
改
革
や
庁

舎
建
設
１
０
０
人
市
民
会
議
の
設
置
な
ど
、
既
に

手
掛
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
そ
の
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
年
も
一
つ
一
つ
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
、
よ
り
豊
か
で
幸
せ
な
市
民
生

活
の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
前
へ
歩
み
を
進
め

る
所
存
で
す
。

　
常
磐
道
か
ら
稲
敷
イ
ン
タ
ー
ま
で
整
備
が
進
ん

だ
圏
央
道
が
、
２
年
後
に
は
成
田
ま
で
繋
が
り
ま

す
。こ
れ
は
本
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
経
済
・
文

化
の
面
で
も
更
な
る
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
が
、

私
は
オ
ー
ル
稲
敷
市
民
が
気
持
ち
を
一
つ
に
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
関
係
団
体
や
市
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
以
上
に
明
る
く

元
気
な
稲
敷
市
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
輝
け
る
未
来
の
稲
敷
市
へ
の
夢
と
希
望
を
感
じ

る
年
と
な
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
稲
敷
市
長　
田
口　
久
克

市
民
対
話
と
新
た
な
市
民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く
り
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２月は
江戸崎の商店街が
おもしろい

江
戸
崎
商
店
街
周
辺
で
は
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
風
習
『
豆
ま
き
巡
り
』
が
あ
り

ま
す
。そ
の『
豆
ま
き
巡
り
』と
は
…
。

　
江
戸
崎
商
店
街
周
辺
で
は
、
夕
方
に

な
る
と
、
各
家
庭
で
豆
ま
き
を
し
た
後
、

さ
ら
に
近
所
の
寺
社
（
鹿
島
神
社
〜
金
比

羅
神
社
〜
不
動
院
）
を
巡
っ
て
豆
ま
き
を

し
、最
後
に「
水
よ
う
か
ん
」を
買
っ
て

食
べ
る
風
習
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
珍
し
く
楽
し
い
行
事

「
豆
ま
き
巡
り
」を
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
昨
年
か
ら
え
ど
さ
き

街
創
り
協
同
組
合
有
志
に
よ
り
、
様
々

な
「
お
も
て
な
し
」
企
画
（
寺
社
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、お
汁
粉
・
甘
酒
な
ど
の
無
料
配
布
、

お
囃
子
演
奏
、「
豆
ま
き
巡
り
」が
わ
か
る
周

遊
マ
ッ
プ
配
布
な
ど
）
を
ご
用
意
い
た
し

ま
す
。

　
２
月
３
日
（
木
）
節
分
の
日
の
夕
方

（
午
後
６
時
〜
９
時
）は
、
え
ど
さ
き
笑
遊

館
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、「
豆
ま
き

巡
り
」を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

２
月
３
日（
木
）

豆
ま
き
巡
り

年も明けて、「平成23年」という表記にやっと違和感がなくなって
くる２月。江戸崎商店街では２つのイベントを仕掛けます。
　まずは２月３日の夜開催される「豆まき巡り」。これは昨年から始
まったイベントで、商店街中を豆まきして廻ろうという企画。昨年
以上に会場を整え、皆様をお待ちします。
　もう一つは、恒例になった「江戸崎の雛まつり」。今年は商店街の
中にある「インテリア人見」をメイン会場に、商店街中のお店の協力
でひな街道巡りができます。
　一番寒い季節にホットなイベント。
　あなたも参加してみませんか？

●えどさき笑遊館☎029-892-2117　http://syoyukan.com/
●えどさき街創り協同組合（稲敷市商工会内）☎029-892-2603

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

今
回
で
６
回
目
を
迎
え
る
『
江
戸
崎
の

雛
ま
つ
り
』。年
々
来
訪
者
が
増
え
、
市

内
や
県
内
だ
け
で
な
く
、
広
く
首
都
圏

か
ら
の
お
客
様
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
開
催
期
間
は
２
月
11
日（
金
）

か
ら
３
月
３
日（
木
）ま
で
の
約
一
か
月

間
。今
年
は「
え
ど
さ
き
笑
遊
館
」の
改

築
の
た
め
、「
イ
ン
テ
リ
ア
人
見
」（
本

宿
）
を
メ
イ
ン
会
場
に
江
戸
崎
商
店
街

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
会
場
の
飾
り
つ
け
を
行
う
江
戸
崎
つ

る
し
雛
の
会
（
代
表
：
筧
英
子
氏
）
で
は

多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
よ
う
と
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

周
遊
マ
ッ
プ
の
配
付
も
…

メ
イ
ン
会
場
に
て
、
雛
ま
つ
り
期
間
中

に
江
戸
崎
の
特
産
品
（
佃
煮
・
お
ま
ん
じ

ゅ
う
な
ど
）
を
格
安
販
売
い
た
し
ま
す
。

２
月
11
日（
金
）〜
３
月
３
日（
木
）

江
戸
崎
の
雛
ま
つ
り

さ
ら
に
、
２
月
26
日（
土
）に
は
商
店
街

に
て
市
内
の
あ
げ
餅
自
慢
を
集
め
て
、

「
あ
げ
餅
自
慢
大
会
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
周
辺
の
お
い
し
い
お

店
な
ど
の
情
報
が
満
載
の
「
江
戸
崎
の

雛
ま
つ
り
の
周
遊
マ
ッ
プ
」
を
配
付
い

た
し
ま
す
。こ
の
周
遊
マ
ッ
プ
は
、市
役

所
各
庁
舎
窓
口
、
商
工
会
な
ど
に
設
置

予
定
で
す
の
で
、雛
ま
つ
り
で〝
ま
ち
歩

き
〟を
す
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

11月号でもお伝えした、今年のあげ餅
自慢大会。２月26日には、昨年以上の賑
わいが期待されます。（写真は昨年の第1回

あげ餅自慢大会）

大正橋大正橋

江戸崎
中学校
江戸崎
中学校

江戸崎小学校江戸崎小学校

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎

ＪＡ稲敷本店ＪＡ稲敷本店

ＪＲ江戸崎駅ＪＲ江戸崎駅

鹿島神社
（ライトアップ）
鹿島神社
（ライトアップ）

金比羅神社
（ライトアップ）
金比羅神社
（ライトアップ）

不動院
（ライトアップ）
不動院
（ライトアップ）

笑遊館笑遊館

インテリア人見
（雛まつりメイン会場）
インテリア人見
（雛まつりメイン会場）

夜市夜市

おしるこ無料販売
（午後７時～）
おしるこ無料販売
（午後７時～）

甘酒無料配布
（午後７時～）
甘酒無料配布
（午後７時～）

山口邸山口邸

小
野
川

江戸崎商店街マップ
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男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても幸せな
社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハーモニー
を奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2401）

女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_32

男女共同参画社会を目指して　

「
さ
さ
え
あ
い
平
等
の
輪
を
明

日
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
14

日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
い
な

し
き
女
と
男
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
約
３

０
０
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
市

民
や
事
業
所
の
方
々
の
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
理
解
と

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
自
主
的

な
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
※
）の
推
進

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
新
利
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
の
あ
と
、

元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
藪
本
雅
子
さ
ん
を
講
師
に

「
こ
れ
か
ら
の
女
性
の
生
き
方

〜
輝
け
る
女
性
を
め
ざ
し
て

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
、
自
身
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時

代
の
体
験
や
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
話
し

い
な
し
き
女
と
男
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
し
た

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
農

村
に
お
い
て
男
女
が
と
も
に
主
体

性
を
育
み
、
尊
重
し
あ
い
、
農
業

や
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
活

躍
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向
け
、

稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。会
場
の
前
で
は
、
東
地
区
の

農
業
に
携
わ
る
女
性
達
で
運
営
さ

れ
て
い
る
「
清
涼
市
」
の
協
力
に

よ
り
、
新
鮮
な
野
菜
や
地
元
の
農

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
の
販
売
が

行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

※
一
人
ひ
と
り
が
、
や
り
が
い

や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、

仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と

も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど

に
お
い
て
も
人
生
の
各
段
階
に

応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選

択
・
実
現
で
き
る
社
会

平成22年分所得税・消費税の確定申告書について

平成22年分所得税・消費税の確定申告書については、1月下旬ごろに送付す
る予定です。なお、前年の申告方法や申告内容によっては、①確定申告書に替え
てお知らせはがき（e-Tax の利用者識別番号、予定納税額などを記載）を送付する場
合、または、②確定申告書もお知らせはがきも送付しない場合があります。

●竜ケ崎税務署個人課税部門
　☎0297-66-1303（自動音声案内）

　　国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/（確定申告に関する情報）

●稲敷市税務課住民税係（桜川庁舎）

　☎029-892-2000（内線4504）

確定申告・相談はお早めに！

▪
確
定
申
告
は
お
早
め

に
、納
税
は
期
限
内
に

■
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告

の
相
談
と
申
告
書
受
付
は
、

▼
所
得
税
…
２
月
16
日
（
水
）

〜
３
月
15
日（
火
）

▼
贈
与
税
…
２
月
１
日
（
火
）

〜
３
月
15
日（
火
）

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
…
３
月
31
日（
木
）ま
で

■
閉
庁
日（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
）

は
通
常
、
税
務
署
で
の
相
談
お

よ
び
申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
竜
ケ
崎
税
務

署
で
は
、
2
月
20
日
と
2
月
27

日
に
限
り
、
日
曜
日
で
も
確
定

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。（
現
金
納
付
の
窓

口
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、
申
告
書
は
郵
便
や
信

書
便
に
よ
る
送
付
や
税
務
署
の

時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
さ
れ
る
か
、
税

務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
の
あ
て
先

〒
3
0
1
︲
8
6
0
1
／
龍
ケ

崎
市
川
原
代
町
1
1
8
2
︲
5

竜
ケ
崎
税
務
署　

※
申
告
期
間
中
は
、
駐
車
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▪
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
と
き
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て

金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
所

得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青

色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で

き
ま
す
。作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、

印
刷
し
た
「
書
面
」
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

「
e
︲
T
a
x（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
利
用
し
て

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。申
告
書
は
ご
自

分
で
作
成
し
て
、
で
き
る
だ
け

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、

平
成
22
年
分
以
降
に
使
用
す
る

も
の
か
ら
、
住
民
税
用
が
無
く

な
り
、
提
出
用
・
控
用
の
２
枚

で
１
組
と
な
り
ま
す
。な
お
、

添
付
書
類
は
、
申
告
書
の
裏
面

に
は
は
ら
ず
、
添
付
書
類
台
紙

な
ど
に
は
っ
て
申
告
書
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
給
与
所
得
者
の
確
定

申
告

給
与
所
得
が
あ
る
多
く
の
方

は
、
年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税

が
精
算
さ
れ
る
た
め
、
確
定
申

告
は
不
要
で
す
。た
だ
し
、
給

与
所
得
者
の
方
で
も
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

●
確
定
申
告
が
必
要
な
方

給
与
の
収
入
が
2
0
0
0
万
円

を
超
え
る
方
／
給
与
を
１
か
所

か
ら
受
け
て
い
て
、
か
つ
他
の

所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
方　
な
ど

●
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税

が
戻
る
方

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

方
／
（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
る
方　
な
ど

※
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

（
還
付
申
告
）
を
さ
れ
る
方
は
、

２
月
15
日（
火
）以
前
で
も
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▪
ネ
ッ
ト
で
申
告

　
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
ｅ
︲

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ｅ
︲
T
a
x
の
メ
リ
ッ
ト

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
告
／
最
高
５
０
０
０
円
の

税
額
控
除
／
添
付
書
類
の
提
出

省
略
／
24
時
間
利
用
可
能

※
電
子
証
明
書
の
取
得
や
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入

な
ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
、
e
︲
T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
稲
敷
市
で
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
住
民
税
申
告
の
相
談
・

受
付
の
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、

折
込
の
申
告
相
談
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。日
程
表
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。ま
た
、
各
庁
舎
の
総
合
窓

口
課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
青
色
申
告
、
土
地
・
建
物
の

譲
渡
、
株
式
の
譲
渡
や
配
当
が

あ
る
方
で
、
確
定
申
告
を
さ
れ

る
場
合
は
竜
ケ
崎
税
務
署
で
お

願
い
し
ま
す
。

参加された皆様からのご感想

多くの方からアンケートにご協力をいただき、感想をお寄せく
ださいました。ありがとうございます。

●輝かしいテレビの世界の裏側、そしてその中での苦しみを聞
くことができました。誰もがみんな、このような道を通り生き
ているのかと親近感も感じました。ハンセン病や障害者に対し
ての世の中の矛盾もよくわかりました。（40代女性）

●メディア報道の問題点などよくわかるように話してくださり、
自分もメディアを読み取る能力を養わなければいけないと感じ
ました。（60代女性）

●基調講演とても共感できる点、勉強になった点がたくさんあ
りました。輝ける女性をめざしてもう一度頑張ろうと思います。
（20代女性）

▲オープニングを飾ってくれた新利根中学校
のブラスバンド部

▶
講
演
を
い
た
だ
い
た
藪
本
雅
子
さ
ん
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トピックス

県
議
会
・
市
議
会
議
員
選
挙
開
票
結
果

　

市
民
の
代
表
22
名
が
決
ま
り
ま
し
た
！

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を
募
集

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い

入
学
祝
品
の
贈
呈

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
校
新
入
学
児
童
へ

稲
敷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

12
月
12
日
に
行
わ
れ
、
22
名
の

新
し
い
市
議
会
議
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
新
議
員
の
任
期
は
平
成
22
年

12
月
22
日
か
ら
平
成
26
年
12
月

21
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
同
日
に
行
わ
れ
た
茨
城
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
稲
敷
市
開

票
区
分
の
結
果
と
合
わ
せ
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

当
日
有
権
者
数

３
万
８
５
９
８
人（
男
：
１
万
９

１
４
６
人
／
女
：
１
万
９
４
５
２

人
）投

票
者
総
数

２
万
６
０
７
９
票（
有
効
：
２
万

５
６
３
２
票
／
無
効
：
４
４
７
票

／
按
分
切
捨
：
０
・
０
０
３
票
）

投
票
率

67
・
57
％

当
選
者（
敬
称
略
・
得
票
順
）

黒
田
正
（
無
所
属
）
／
大
湖
金

四
郎
（
公
明
）
／
堀
口
正
良
（
無

所
属
）
／
松
戸
千
秋（
公
明
）
／

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
就
労
や

疾
病
な
ど
で
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
、
家
族
が
い
な
い
ご
家
庭
の

小
学
生
を
、
放
課
後
や
長
期
の

休
業
期
間
に
お
預
か
り
し
、
生

活
の
場
を
提
供
す
る
場
で
す
。

　
子
ど
も
が
好
き
で
、
年
間
を

通
し
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

を
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
：
若
干
名　
▽
勤

務
日
：
月
〜
土
曜
日
の
週
３
日

〜
５
日　
※
祝
日
を
除
く　
▽

勤
務
時
間
：
通
常
＝
午
後
１
時

30
分
〜
６
時
15
分
／
長
期
休
業

期
間
な
ど
＝
午
前
８
時
〜
午
後

６
時
15
分
、
ま
た
は
こ
の
内
の

（
社
）茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
か
ら
、ひ
と
り
親
家
庭（
母

子
家
庭
、
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ

ん
に
入
学
祝
品（
学
用
品
）を
差

し
上
げ
ま
す
。該
当
児
童
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
ひ
と
り
親
家
庭
で

祝
品
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の

方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
方
法
：
１
月
31
日（
月
）

ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
申
し

浅
野
信
行
（
公
明
）
／
岡
沢
亮

一
（
無
所
属
）
／
伊
藤
均
（
無
所

属
）
／
根
本
光
治（
無
所
属
）
／

根
本
勝
利
（
無
所
属
）
／
山
口

清
吉
（
共
産
）
／
柳
町
政
広
（
無

所
属
）
／
山
本
彰
治
（
無
所
属
）

／
長
坂
太
郎
（
無
所
属
）
／
木

内
義
延（
無
所
属
）／
坂
本
源（
無

所
属
）
／
遠
藤
一
行
（
無
所
属
）

／
篠
崎
力
夫
（
無
所
属
）
／
根

本
保
（
無
所
属
）
／
髙
野
貴
世

志
（
無
所
属
）
／
篠
田
純
一
（
無

所
属
）
／
山
下
恭
一（
自
民
）
／

関
川
初
子（
無
所
属
）

※
候
補
者
別
の
得
票
数
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■ 

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

（
稲
敷
市
開
票
区
）

当
日
有
権
者
数

３
万
８
６
０
７
人（
男
：
１
万
９

１
５
０
人
／
女
：
１
万
９
４
５
７

人
）投

票
者
総
数

２
万
６
０
９
８
票（
有
効
：
２
万

５
５
６
１
票
／
無
効
：
５
３
５
票

５
時
間
程
度　
▽
資
格
な
ど
：

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の

資
格
が
有
れ
ば
望
ま
し
い
が
、

特
に
資
格
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

子
ど
も
が
好
き
で
熱
意
の
あ
る
、

お
お
む
ね
55
歳
ま
で
の
方
。　

▽
賃
金
：
「
稲
敷
市
臨
時
職
員

等
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
要

綱
」に
基
づ
く（
交
通
費
あ
り
）

▽
申
込
方
法
：
２
月
４
日（
金
）

ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
臨
時
職

員
履
歴
書（
児
童
福
祉
課
に
あ
り
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
を
お

聞
き
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

●
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
（
長
島
）　
☎
０
２
９
︲
２
２

１
︲
７
５
０
５

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
用
確
認
書
」

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
と
お
む
つ
代
の
領

収
書
が
あ
れ
ば
、
市
県
民
税
お

よ
び
所
得
税
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
お
む
つ
代
に
つ
い

て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
２
年
目
以
降
の
方
に
つ
い
て

は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
が
な
く
て
も
、

稲
敷
市
が
交
付
す
る「
確
認
書
」

と
お
む
つ
代
の
領
収
書
を
提
示

す
れ
ば
医
療
費
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

対
象
者

1 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方

2 

稲
敷
市
が
保
有
す
る
介
護

認
定
資
料
（
主
治
医
意
見
書
）
に

お
い
て
、
次
の
す
べ
て
の
事
項

が
確
認
で
き
る
方
。

・
意
見
書
の
作
成
日
が
、
お
む

つ
を
使
用
し
た
当
該
年
（
認
定

有
効
期
間
が
13
か
月
以
上
の
方
は
、

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
用
確
認
書
」と「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を
発
行

　
確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す

そ
の
前
年
）で
あ
る
こ
と
。

・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が
Ｂ
１
か

ら
Ｃ
２
で
あ
る
こ
と
。

・尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が「
あ

り
」で
あ
る
こ
と
。

■ 

申
請
方
法

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
福
祉
課

（
新
利
根
庁
舎
）
ま
た
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。後
日
、「
確
認
書
」
を
交

付
し
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
手

帳
な
ど
に
よ
り
市
県
民
税
お
よ

び
所
得
税
の
障
害
者
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
な
く
て
も
、
障
害
者
に
準

ず
る
方
と
し
て
市
か
ら
認
定
書

の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

／
持
ち
帰
り
：
１
票
／
そ
の
他
：

１
票
）投

票
率

67
・
60
％

候
補
者
別
得
票
数（
敬
称
略・

得
票
順
）

細
谷
典
幸
（
自
民
）
：
１
万
４

２
６
５
票
／
坂
本
允
（
無
所

属
）
：
１
万
１
２
９
６
票

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
・
総
務
課
内
）　

☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

■ 

対
象
者

65
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
害
を
も
っ
て
い
る
方

（
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■ 

申
請
方
法

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
福
祉
課

ま
た
は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
０
）

●
竜
ケ
崎
税
務
署（
所
得
税
に
関

し
て
）　

☎
０
２
９
７
︲
６
０

︲
２
０
２
９

【営業時間】　午前 9 時 30 分～午後 6 時
【定 休 日】　2 月 8 日（火）
〒300-1412　稲敷市柴崎 9188 番地

TEL.0297-87-7777
 

稲 敷 直 売 所
新鮮野菜市場～おかげ様で５周年～

本年もご愛顧の程を宜しくお願い申上げます

●野菜作りの名人を募集しています！
　自慢の野菜を直売所に出荷してください
　お電話をお待ちしています
　（担当：池延）
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トピックス

っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
じ
ゃ
口
が
一
番
破
損
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全

に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
保
温
材
と
は
、毛
布
、布
、発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
段
ボ
ー
ル
な

ど
で
す
。

■ 

凍
結
し
て
水
が
で
な
い

と
き

じ
ゃ
口
を
開
け
、
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
「
ゆ

っ
く
り
」と「
ぬ
る
ま
湯
」を
か

け
て
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
じ

ゃ
口
や
水
道
管
を
い
た
め
て
破

裂
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※
水
が
で
な
い
と
い
っ
て
、
じ

ゃ
口
を
開
け
た
ま
ま
放
置
す
る

と
、
氷
が
と
け
た
あ
と
水
が
出

っ
放
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■ 

水
道
管
が
破
裂
し
て
し

ま
っ
た
ら
…

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

水
は
凍
結
す
る
と
液
体
の
と
き

よ
り
９
パ
ー
セ
ン
ト
も
体
積
が

大
き
く
な
り
ま
す
。外
気
温
が

氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
水

道
管
の
凍
結
が
お
こ
り
ま
す
。

水
道
管
の
中
で
水
が
凍
る
と
、

水
が
出
な
く
な
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
水

が
出
な
い
！
」
と
慌
て
る
よ
り

も
、
天
気
予
報
な
ど
を
確
認
し
、

あ
ら
か
じ
め
凍
結
防
止
の
対
策

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

凍
結
し
や
す
い
水
道
管

戸
外
で
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
水
道
管

家
の
北
側
な
ど
で
日
当
た

り
の
悪
い
水
道
管

風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

に
あ
る
水
道
管

使
用
頻
度
が
低
く
、水
が
滞

留
し
て
い
る
水
道
管

■ 

凍
結
防
止
の
方
法

水
道
管
や
じ
ゃ
口
に
保
温
材
を

巻
き
つ
け
、
水
で
濡
れ
な
い
よ

う
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
し

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　
じ
ゃ
口
に
保
温
材
を
巻
く
と
効
果
的
で
す

栓
を
閉
め
、
水
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。そ
の
後
、
水
道
工
事
業

者
に
直
接
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。宅
内
の
漏
水
に
つ
い

て
は
、
市
水
道
局
で
は
修
理
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
修
理
費
用
は

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

■ 

定
期
的
に
漏
水
し
て
い

な
い
か
の
確
認
を

市
で
は
毎
月
1
回
水
道
メ
ー
タ

ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
針
後
、
必
ず
「
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
受
け
取
ら
れ
た
ら

水
量
に
異
常
が
な
い
か
ご
確
認

く
だ
さ
い
。「
今
月
は
水
量
が

多
い
か
な
」
と
疑
問
に
思
わ
れ

た
ら
、
一
度
、
水
道
メ
ー
タ
ー

を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
や
庭
の
水
が
出
る
と
こ
ろ

を
全
て
止
め
て
も
、
水
道
メ
ー

な
り
ま
す
。漏
水
を
発
見
さ
れ

た
場
合
も
水
道
工
事
業
者
に
直

接
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
漏
水
に
よ
り
「
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
で
、
あ
ま
り
に

高
額
な
水
道
料
金
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
市
水
道
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。漏
水
の
発

生
状
況
に
よ
り
減
額
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
、
納
付
書
が
送
付
さ

れ
て
い
る
も
の
や
納
付
済
の
も

の
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

減
免
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※「
出
し
っ
放
し
」や「
外
水
栓

に
よ
る
盗
水
」
は
お
客
様
の
責

任
に
な
り
ま
す
の
で
、
減
免
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
水
道
局　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
４
２
５
５

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　

20
歳
か
ら
は
国
民
年
金
に
加
入
を

通
学
時
の
安
全
対
策

　

登
下
校
時
の
防
災
無
線
放
送
を
開
始

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活

保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た

や
あ
な
た
の
家
族
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。た
だ
し
、
加
入
の
届

出
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ
の

時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
市
役
所

の
国
民
年
金
係
ま
た
は
年
金
事

務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
20

歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
加
入

中
の
方
は
、
加
入
手
続
き
は
不
要

で
す
）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が

少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
の
場
合
は
、「
学
生
納
付

特
例
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
」

１
月
11
日
よ
り
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
の
安
全
確
保
を
目
的
と

し
た
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
学
校
安
全
に
関
わ
る

事
件
や
事
故
が
少
な
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
市
内
の
児
童
生
徒

に
関
係
し
た
不
審
者
情
報
も
後

を
絶
た
な
い
現
状
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も

達
の
見
守
り
と
、
登
下
校
時
の

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■ 

国
民
年
金
の
給
付
は
、３

種
類
の
基
礎
年
金
が
あ
り

ま
す老

齢
基
礎
年
金

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■ 

年
金
手
帳
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ

る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ

安
全
確
保
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

放
送
内
容

登
校
時　
（
月
曜
日
の
午
前
７

時
20
分
）

「
ま
も
な
く
児
童
生
徒
の
登
校

時
間
に
な
り
ま
す
。子
ど
も
達

は
、
車
に
気
を
つ
け
て
登
校
し

ま
し
ょ
う
。地
域
の
皆
さ
ん
、

通
学
の
安
全
確
保
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
」

下
校
時　
（
月
、
水
、
金
曜
日

の
午
後
２
時
30
分
）

「
ま
も
な
く
子
ど
も
達
の
下
校

時
間
に
な
り
ま
す
。子
ど
も
達

は
、
事
故
や
事
件
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
帰
り
ま
し
ょ

う
。地
域
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も

達
の
見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
」

●
稲
敷
市
学
校
教
育
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
６
０

２
）

れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で
管

理
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す

る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

●
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
１

３
）

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
回
っ
て
い
れ

ば
漏
水
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
く
回
っ
て
い
る

場
合
は
漏
水
量
が

多
く
、
ゆ
っ
く
り

回
っ
て
い
る
場
合

は
少
量
の
漏
水
に

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

　
ヘルパーさん募集中

協同組合 聖苑香澄売店
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トピックス

市
で
は
、
有
為
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
23
年
度
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

■ 

出
願
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
弟
で

あ
っ
て
、
高
等
学
校（
盲
学
校
・

ろ
う
学
校
お
よ
び
養
護
学
校
の
高

等
部
を
含
む
）に
在
学
し
、
大
学

（
短
期
大
学
を
含
む
）
お
よ
び
専

門
学
校
な
ど
に
進
学
を
希
望
す

る
生
徒
。ま
た
、人
物
・
学
業
に

優
れ
、
か
つ
学
資
の
支
弁
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

※
現
在
、
大
学
に
在
学
中
の
方

で
も
可
。

■ 

貸
与
期
間

資
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

進
学（
在
学
）す
る
学
校
に
お
け

る
正
規
の
修
学（
在
学
）期
間
。

■ 

返
還
方
法

奨
学
資
金
は
、
無
利
息
で
、
貸

与
終
了
後
６
か
月
据
え
置
き
後
、

10
年
以
内
に
半
年
賦
ま
た
は
年

賦
に
よ
り
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
奨
学
生
募
集

　
高
校
、大
学
に
在
学
中
の
方
へ

■ 

手
続
き
方
法

申
し
込
み
要
項
な
ど
を
教
育
総

務
課
も
し
く
は
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
で
受
け
取
り（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
あ
り
）、
教
育
総
務
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
年
度
当
初
の
奨
学
生
選
考
審

査
会
に
よ
り
奨
学
生
を
決
定
し

た
後
に
貸
与
い
た
し
ま
す
。　

※
申
込
用
紙
は
早
め
に
準
備
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員
：
15
人
以
内　
▽

貸
与
額
：
月
額
２
５
０
０
０
円

（
年
３
回
に
分
け
て
振
込
み
）　
▽

願
書
交
付
：
１
月
14
日（
金
）〜

３
月
31
日（
木
）　
※
土
日
、
祝

日
を
除
く　
▽
出
願
期
間
：
４

月
１
日（
金
）〜
５
月
６
日（
金
）

※
土
日
、祝
日
を
除
く

●
稲
敷
市
教
育
総
務
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
４
２
７

若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

　
無
料
サ
イ
ト
な
ど
に
は
ご
注
意
を

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
サ
イ
ト
な
ど
が
関
係
し
て
い

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
無
料
サ
イ
ト
を
見
て
い
た

ら
、
突
然
ア
ダ
ル
ト
や
出
会
い

系
サ
イ
ト
に
変
わ
り
、
登
録
料

を
請
求
さ
れ
た
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
相

手
か
ら
マ
ル
チ
に
誘
わ
れ
た
」、

「
チ
ケ
ッ
ト
を
譲
っ
て
く
れ
る

と
い
う
の
で
代
金
を
先
払
い
し

た
が
、
品
物
は
届
か
ず
、
連
絡

も
取
れ
な
く
な
っ
た
」、「
情
報

商
材
（
お
金
の
儲
け
方
）
を
購
入

し
た
が
、
役
に
立
た
な
い
も
の

で
返
品
も
出
来
な
い
」
な
ど

様
々
で
す
。

　
所
在
も
顔
も
分
か
ら
な
い
相

手
と
取
引
す
る
こ
と
に
は
危
険

が
伴
い
ま
す
。信
用
で
き
る
か

ど
う
か
の
判
断
も
自
己
責
任
と

な
り
ま
す
。払
っ
た
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。無

料
、
儲
か
る
と
い
っ
た
言
葉
に

騙
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
他
、
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー

ル
ス
な
ど
で
高
額
商
品
を
購
入

さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。最
初
の
勧
誘
の
時

点
で
は
っ
き
り
断
わ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
契
約
す
る
前
、
お
金

を
払
う
前
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

８
︲
６
６
０
︲
１
７
０
０

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

る
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
審
査
を
経
て
、
有
資
格

者
と
決
定
さ
れ
た
方
以
外
は
、

原
則
と
し
て
龍
ケ
崎
地
方
衛
生

組
合
の
入
札
や
見
積
に
は
参
加

現
在
、｢

特
定
外
来
生
物
に
よ

る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
16
年 

法
律
第
78
号
）｣

に
よ
り
、
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
の
除
去
作
業
を

上
流
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
新
利
根
川
お
よ
び
周
辺
水
路

に
複
数
名
の
作
業
員
に
よ
る
除

去
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。お

気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
近
く
の
作
業
員
に
お
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
は
、

｢

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態

系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律（
平
成
16
年 

法
律
第
78

号
）｣

に
よ
り
、
許
可
な
し
で

の
持
ち
出
し
な
ど
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

■ 

除
去
実
施
期
間

３
月
31
日（
木
）ま
で

■ 

発
注
元

茨
城
県
環
境
政
策
課

■ 

委
託
会
社

平
成
理
研
株
式
会
社　
☎
０
２

平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
30
日
ま
で
に
、
龍
ケ

崎
地
方
衛
生
組
合
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物
品
購
入

お
よ
び
役
務
提
供
そ
の
他
に
係

ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
の
除
去
作
業

　
新
利
根
川
お
よ
び
周
辺
水
路

龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
を
開
始

「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学
ん
だ

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
人
権
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
に
は
、日
本
テ
レ
ビ「
行

列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
」
に

出
演
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

菊
地
幸
夫 

氏
を
迎
え
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。こ
の
機
会

に
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
２
月
16
日（
水
）　
午

後
１
時
50
分
〜
４
時
（
受
付
：

午
後
１
時
30
分
〜
）　
▽
会
場
：

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

多
目
的
ホ
ー
ル　
▽
定
員
：
５

０
０
人

●
稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
３
０

０
）

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望

者
は
必
ず
資
格
申
請
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
２
月
１
日

（
火
）〜
28
日（
月
）　
※
土

日
、
祝
日
除
く　
▽
受
付

時
間
：
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分　

▽
受
付
場
所
：
龍
ケ
崎
地

方
衛
生
組
合
総
務
課
財
務

係　
▽
申
請
書
類
：
全
国

統
一
様
式

※
詳
細
は
「
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
手
引

き
」（
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

総
務
課
財
務
係　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
１
１
４
４

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 我孫子事業所（オリエンタル我孫子）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

〈千葉県〉
結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

茨城県産農林水産物等料理店指定店
御 食  事  処

朝　日　屋
常陸牛・ローズポーク・匠美鶏・常陸秋そば
自家製レンコンパウダー美蓮粉

稲敷市須賀津 279-1
tel.029-894-2116　http://www.asahiya2116.com

別館
カラオケ広場
歌　丸

詳しい内容は下記まで、お問い合わせください。
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▽
会
期
：
２
月
４
日（
金
）〜
10

日（
木
）　
午
前
10
時
〜
午
後
５

時　

※
４
日
は
午
後
１
時
〜
、

７
日
は
休
み
、
10
日
は
午
後
１

時
ま
で　
▽
会
場
：
県
南
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー

ル（
土
浦
市
）　
▽
入
場
：
無
料

●
鵬
墨
会
本
部　
☎
０
２
９
︲

８
８
７
︲
４
４
０
９

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

詳
細
は
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
日
時
：
３
月
５
日（
土
）　
午

前
９
時
15
分
〜　
▽
種
目
：
一

般
と
シ
ニ
ア
（
年
齢
制
限
あ
り
）

に
わ
け
て
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
お

よ
び
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
▽
参
加

資
格
：
稲
敷
市
民
お
よ
び
稲
敷

市
テ
ニ
ス
連
盟
加
入
者

●
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
長
濱
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

７
６
４
３

事
業
者
の
皆
様
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
学
な
ど
や
高
校
の
新
卒
者
対

象
の
求
人
が
不
足
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
を
担
う
若
者
の

採
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

求
人
票
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ヶ
崎　
☎

０
２
９
７
︲
６
０
︲
２
７
２
７

県
立
水
戸
南
高
校

通
信
制
生
徒
募
集

水
戸
南
高
校
で
は
、
通
信
制
課

程
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。一

般
入
学
、
編
入
学
、
転
入
学
が

あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
水
戸
南
高
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
県
立
水
戸
南
高
等
学
校
（
通

信
制
）　

☎
０
２
９
︲
２
４
７

︲
４
２
８
４

市
民
公
開
講
座

茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー

申
込
不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
「
も
し
か
し
た
ら

認
知
症
？
」
〜
知
っ
て
安
心
、

皆
で
支
え
る
認
知
症
〜　
▽
日

時
：
２
月
５
日（
土
）　
午
後
２

時
〜
３
時　
▽
会
場
：
東
京
医

科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー　

医
療
福
祉
・
研
究
セ
ン
タ
ー
１

階　
多
目
的
ホ
ー
ル（
阿
見
町
）

▽
参
加
費
：
無
料

●
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
８
７

︲
１
１
６
１

健
康
教
室

宮
本
病
院

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
白
内
障
・
緑
内
障

に
つ
い
て　
▽
日
時
：
３
月
７

日（
月
）　
午
後
１
時
〜　
▽
会

場
：
宮
本
病
院　
新
館　
健
康

教
室　
▽
参
加
費
：
無
料　
▽

申
込
：
宮
本
病
院
へ
電
話
で
申

し
込
む

●
宮
本
病
院　
☎
０
２
９
９
︲

７
９
︲
２
１
１
４

鵬
墨
会
展
開
催

水
墨
画

鵬
墨
会
会
員
に
よ
る
水
墨
画
展

で
す
。

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
11
月
）

１
日
：
首
都
圏
中
央
連
絡
道
路

促
進
協
議
会
要
望
活
動
（
国
交

省
）

３
日
：
土
浦
市
市
制
施
行
70
周

年
記
念
式
典（
土
浦
市
民
会
館
）

５
日
：
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
龍

ヶ
崎
消
防
署
）

６
日
：
高
齢
者
運
動
会
新
利

根
・
東
大
会
（
新
利
根
体
育
館
）

／
ふ
れ
あ
い
座
談
会
（
四
箇
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
）

７
日
：
市
文
化
協
会
新
利
根
支

部
芸
能
発
表
会
（
新
利
根
公
民

館
）
／
区
長
会
連
合
会
行
政
懇

談
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

８
日
：
葛
飾
区
長
訪
問
（
葛
飾

区
役
所
）

９
日
：
議
会
運
営
委
員
会
（
東

庁
舎
）

10
日
：
記
者
発
表
（
江
戸
崎
庁

舎
）

12
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
議
会
定
例
会
（
組
合
事
務

所
）

13
日
：
社
会
福
祉
大
会
（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

14
日
：
防
災
訓
練（
江
戸
崎
庁
舎

駐
車
場
）
／
女
と
男
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム（
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）

16
日
：
議
会
定
例
会（
東
庁
舎
）

18
日
：
議
会
定
例
会（
東
庁
舎
）

19
日
：
子
ど
も
科
学
教
育
研
究

全
国
大
会（
東
中
学
校
）
／
経
営

戦
略
会
議（
江
戸
崎
体
育
館
）

20
日
：
稲
敷
地
区
交
通
安
全
母

親
大
会（
美
浦
中
央
公
民
館
）

26
日
：
議
会
定
例
会
（
東
庁
舎
）

／
記
者
発
表（
江
戸
崎
庁
舎
）

27
日
：
高
齢
者
運
動
会
江
戸

崎
・
桜
川
大
会（
江
戸
崎
体
育
館
）

／
市
青
少
年
の
主
張
大
会
（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
／
稲

敷
地
区
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
等
表
彰
式
（
江
戸
崎
体
育

館
）

28
日
：
年
末
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
パ

ル
ナ
）

29
日
：
市
我
が
家
の
協
定
調
印

式（
東
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て

掲
載
い
た
し
ま
す

平
成
23
・
24
年
度
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
受
付
に
つ
い
て

組
合
で
は
、
平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
４
月
30
日
ま
で
に
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
、
物

品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
な
ど
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

入
札
参
加
希
望
者
は
必
ず
資
格
審
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
２
月
１
日
（
火
）
〜
３
月
31

日（
木
）

●
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
管
理

課　

☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４
１
／

http://w
w
w
.inashiki-kouiki.jp/

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
財
政
状
況
の
公
表
と
入
札
参
加
資
格
の
受
付

歳入 歳出
項目 収入済額 構成比 項目 支出済額 構成比
分賦金及び負担金 3,241,203 90.6 議会費 2,326 0.1
使用料及び手数料 5,782 0.2 総務費 138,639 3.9
国庫支出金 55,809 1.6 消防費 3,307,546 93.3
財産収入 238 0.0 公債費 96,055 2.7
寄附金 0 － 予備費 0 －
繰入金 6,590 0.2
繰越金 34,398 1.0
諸収入 10,056 0.3
組合債 224,900 6.3
歳入合計 3,578,976 100.0 歳出合計 3,544,566 100.0

会計名 歳入 歳出 会計名 歳入 歳出
老人ホーム特別会計 148,350 141,990 水防事業特別会計 14,457 13,773

会計名 予算額 歳入 歳出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

一般会計 3,433,253 2,151,792 62.7 1,519,037 44.2
老人ホーム特別会計 138,098 74,219 53.7 50,994 36.9
水防事業特別会計 10,982 6,935 63.1 3,067 27.9

一般会計　　（単位：千円、％）

特別会計　　（単位：千円）

平成22年度上半期（4月～ 9月）の歳入歳出予算執行状況　　（単位：千円、％）

平成21年度決算状況

江
戸
崎
保
育
園
父
母
の
会
が
、
社
会

福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
父
母
の
会
主
催

の
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
金
の
一
部
を
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
受
賞
理
由
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業
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1月23日（日）  古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
  なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
1月30日（日）  佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
  まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

  tel.029-830-5151
2月6日（日）  江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
  あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
2月11日（金）  ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
  しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
2月13日（日）  いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
  かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
2月20日（日）  江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
  しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ  毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室  毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会  毎週火、土曜　午後1時30分〜
太極拳教室  2月9日（水）午後1時30分〜
生花教室  2月17日（木）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会  2月18日（金）午後2時〜
手話愛好会  2月18日（金）午後7時〜
絵手紙教室  2月23日（水）午後1時30分〜
茶道教室  2月24日（木）午前9時〜
料理教室  2月28日（月）午前10時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

1月20日（木）  桜川庁舎  弁
1月27日（木）  ふれあいセンター
2月3日（木）  桜川庁舎  弁
2月10日（木）  江戸崎公民館
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。弁＝弁護士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。
▽日時：1月27日（木）、2月10日（木）午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：46,389（-34）

　　男：22,961（-13）

　　女：23,428（-21）

世帯数：14,982（20）

※12月1日現在。かっこ内

は前月比

1月の納税
▽納期限：1月31日（月）

・市県民税：4期
・後期高齢者医療保険料：7
期

1月18日（火）　江戸崎庁舎／ 1月19日（水）　新利根庁舎
2月15日（火）　江戸崎庁舎／ 2月16日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。1月分受
付開始＝1月11日（火）、2月分受付開始＝2月7日（月）午前
8時30分〜午後５時15分／定員＝各会場6人。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

生活相談

出張就職相談会

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

就職相談会（無料）を開催しています。
■ あずま生涯学習センター（創作室）

▽日時：1月26日（水）、2月2日（水）、9日（水）、23日（水）、

午前10時〜午後3時
■ 稲敷合同庁舎（2階会議室）

▽日時：1月19日（水）、2月16日（水）午前10時〜午後3時
●いばらき就職支援センター 県南地区センター tel.029-
825-3410

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：1月26日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：1月26日（水）午後1時30分〜 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel029-892-2000（内線

3200）

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444

情報メール配信



で・き・ご・と
11-12月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2402）

1
お
笑
い
演
芸
会

お
笑
い
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
笑
遊
の
郷
」
主
催
の
「
笑
遊
お
笑
い
演
芸
会
」
が
11
月
20
日

に
江
戸
崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。欽
ち
ゃ
ん
劇
団
公

演
の
大
爆
笑
か
ら
始
ま
り
、
中
学
３
年
プ
ロ
浪
曲
師
の
国
本

は
る
乃
さ
ん
の
浪
曲
に
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
３
人
に
よ
る

素
人
演
芸
バ
ト
ル
決
勝
、
そ
し
て
三
遊
亭
圓
窓
氏
の
プ
ロ
の

落
語
と
、観
客
の
皆
さ
ん
は
演
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

2
稲
敷
市
我
が
家
の
協
定
調
印
式

11
月
29
日
に
、
家
族
経
営
協
定
の
締
結
式
「
稲
敷
市
我
が
家

の
協
定
調
印
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。家
族
経
営
協
定
と
は
、

家
族
で
農
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
各
世
帯
員
が
、
意
欲
と
や

り
甲
斐
を
持
っ
て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営

を
目
指
す
も
の
。経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家
族
み
ん
な
が

働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な

話
し
合
い
に
基
づ
き
取
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
調
印
式
で
は
、
家
族
で
意
欲
的
に
農
業
経
営
に
取
り
組
も

う
と
す
る
市
内
６
世
帯
の
ご
家
族
の
方
々
が
出
席
し
、市
長・

市
農
業
委
員
会
会
長
・
稲
敷
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

3
鳩
崎
小
で
防
犯
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
３
日
、
鳩
崎
小
学
校
で
は
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

防
犯
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。童
謡
や
最
近
の
ヒ
ッ

ト
曲
な
ど
、様
々
な
音
楽
を
披
露
し
た
り
、「
い
か
の
お
す
し
」

で
防
犯
に
対
す
る
啓
発
を
し
ま
し
た
。ま
た
、
子
ど
も
達
も

音
楽
の
指
揮
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
と
、
音
楽
隊
の
皆
さ
ん

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

2

3

4
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
観
察
会

江
戸
崎
雁
の
郷
友
の
会
（
会
長
：
茂
木
光
雄 

氏
）
主
催
の
「
オ

オ
ヒ
シ
ク
イ
観
察
会
」が
、12
月
５
日
、関
東
地
方
唯
一
の
オ

オ
ヒ
シ
ク
イ
の
越
冬
地
で
あ
る
稲
波
干
拓
地
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。風
が
な
く
暖
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
参
加
者

は
観
察
舎
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
後
、
田
ん
ぼ
で
過
ご

す
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
姿
を
用
意
さ
れ
た
ス
コ
ー
プ
で
観
察
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

5
星
空
観
望
会

12
月
10
日
午
後
7
時
か
ら
桜
川
中
学
校
で
、
歴
史
民
俗
資
料

館
主
催
の
星
空
観
望
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
木
星
。あ
い
に
く
、
後
半
に
雲
が
出
て
き
て
し
ま

い
、早
め
の
終
了
と
は
な
り
ま
し
た
が
、中
学
校
の
天
体
ド
ー

ム
で
観
る
木
星
（
４
つ
の
衛
星
）
や
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
、
そ
し

て
桜
川
天
文
愛
好
会
の
先
生
の
説
明
す
る
星
々
を
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
食
い
入
る
よ
う
に
夜
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

6
い
な
し
き 

た
ん
け
ん
!! 

２
０
１
０

商
工
会
青
年
部
主
催
の
新
利
根
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
、

12
月
11
日
に
２
０
７
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。稲
敷

直
売
所
を
起
点
終
点
に
、
豪
華
賞
品
を
目
指
し
、
ゲ
ー
ム
や

神
社
、
仏
閣
の
探
索
を
し
な
が
ら
約
７
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。快
晴
の
中
、
親
子
連
れ
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

7
老
人
福
祉
大
会

12
月
16
日
、
江
戸
崎
公
民
館
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
稲
敷
市
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
役
員
功
労
者
の
表
彰
や
、芸
能
発
表
な
ど
を
行
い
、

豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
構
築
を
願
い
ま
し
た
。

5a

6

5b

1a

1b

1c

4 1d

7
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733 11月13日、あずま生涯学習センター

と障がい者センターハートピアいなし
きで「平成22年度 稲敷福祉まつり」
が開催されました。

　　　平成22年度 稲敷福祉まつり

■ 市社協会長表彰（敬称略）

民生委員・児童委員
石崎清司、小池　、墳﨑壽男、栗山文
雄、宮本伸一、大津勇、篠田暠夫、野
村由紀子、宮本京、富澤勝子、糸賀一
夫、高須みどり、根本稔

社会福祉施設職員
藤生由枝（幸田保育園）、野口君枝（水

郷荘）、冨田京子（水郷荘）、岩崎芳美
（水郷荘）、武田裕樹（水郷荘）

ボランティア個人
菊地武雄（光葉地区）、菊地幸子（光葉

地区）

　今年は、第5回稲敷市社会福祉大会
と、第3回ハートピアまつりを合同開
催しました。両部門とも、たくさんの
方々が参加されました。

■ 福祉作文受賞者（敬称略）

最優秀賞
吉田拓海（阿波小1年）、坂本陸（あず

ま南小2年）、佐藤香帆（古渡小3年）、
松野紅葉（あずま西小4年）、木内詩織
（あずま西小5年）、岡野優樹（太田小6

年）、嶋﨑翔（東中1年）、淺野穂乃花（江

戸崎中2年）、平田宗雅（江戸崎中3年）

優秀賞
筧彩那（江戸崎小1年）、岩崎夢華（浮

島小2年）、野口直純（江戸崎小3年）、
篠崎奈々美（根本小4年）、藤田拓也
（太田小5年）、坂本百花（あずま南小6

年）、足立勝哉（新利根中1年）、榎紗也
加（新利根中2年）、伊藤祐太（江戸崎中

3年）

優良賞
岡澤佑衣（浮島小1年）、高須大輝（あ

ずま北小2年）、椎塚拓海（高田小3年）、
石山祥太郎（柴崎小4年）、米川想（新

東小5年）、幸田真帆（浮島小6年）、伊
藤幹太（江戸崎中1年）、和田朋恵（桜

川中2年）、小川幸一（新利根中3年）

まつりの部
～第3回ハートピアまつり～
今回で3回目となるハートピアまつり
は、ボランティアの方々をはじめ、多
くの方々のご協力により、たくさんの
出店で盛大に開催することができまし
た。
　記念講演では「えりのあ」さんの記
念ライブを行い、来場した方々も一緒
に歌い、体を動かす楽しいライブとな
りました。

　　　善意銀行運営事業

10月25日に、茨城県立県民文化セン
ターで開催されました。個人・団体と
社会福祉に功績のあった方々に表彰状、
感謝状が贈られました。

　　　第60回茨城県社会福祉大会

市民の皆様方からの善意により、ご
寄付をいただきました。ハートピア
いなしきを利用されている方々の参
加するイベントに活用させていただ
きます。（敬称略・順不同、10月1日〜

11月30日）

市民の皆様方からの善意（金銭・物品な

どの芳志）を、福祉に結ぶ「善意のかけ
橋」となって、事業を展開しています。
使用済み切手は、茨城県社会福祉協議
会で取りまとめ、県内のボランティア
活動団体に助成されます。（敬称略・順

不同、10月1日〜 11月30日）

稲敷市商工会チャリティーゴルフ大会
＝48,570円、「空の日」・「空の旬間」
記念事業  成田地区実行委員会＝
100,000円、稲敷盆栽会＝14,500円、

　　　ハートピアいなしきへの寄付

陶愛クラブ＝2,000円、光葉団地自
治会＝19,700円、陶ゆう会および陶
愛クラブ＝12,870円、佐原組新田区
＝5,000円、神宮寺ボランティア＝
1,500円、東区更生保護女性の会＝自
主作品用布地、塚本勝夫＝玄米90㎏

■ 県知事表彰（敬称略）

社会福祉施設職員
坂本智恵子（水郷荘）、工藤洋子（水郷

荘）、高須玲子（幸田保育園）

■ 県社協会長表彰（敬称略）

民生委員・児童委員
坂本吉弘、吉原松夫、黒田通夫、森田
進、萩原浪子、橋詰典子、飯出光子、
森下やす子

ボランティア
ひめゆり会、デイサービスボランテ
ィア、桜川更生保護女性の会、東ボ
ランティア白ゆり会議

△式典風景

△代表謝辞

△作文発表

△太鼓演奏 △えりのあライブ

△県社会福祉大会に参加

式典の部
～第5回稲敷市社会福祉大会～
福祉活動に尽力された方々への表彰や
福祉作文発表が行われました。

農家生活研究連絡会＝10,000円、さ
くらんぼ会＝32,518円、うぐいす会
＝26,000円、陶芸ボランティア水口
輝喜＝41,225円、稲敷市商工会（文化

祭チャリティーガラポン）＝13,310円、
足立さと＝使用済み切手、菊地武雄＝
使用済み切手、ショッピングセンター
しんとねＣＯＭ＝使用済み切手、（株）

日高製作所＝使用済み切手、市総務課
＝使用済み切手、江森朝二＝紙オムツ
３袋、聖苑香澄売店組合＝100,000円

◁
商
工
会

◁
さ
く
ら
ん
ぼ
会

◁
聖
苑
香
澄
売
店
組
合



 

稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

歌って、踊って…親子でたのしい時間
をすごしませんか？
子どもは、軽やかなリズムに合わせて、

あいアイ

つばさ・ひまわり

ます。センターでもボランティアの早
希お姉さんと一緒に歌ったり、絵本を
みたり、楽しく英語に触れています。
　開催日程は各センターにお問い合わ
せください。

―英語で遊ぼう―
“英語は習うより慣れろ”と言われてい

歌ったり、踊ったりが大好き！ママと一
緒にどうぞたのしいひとときを…。
▽日時：1月25日（火）午前10時30分
〜11時30分　▽場所：子育て支援セ
ンターあいアイ　▽対象：就園前の子
どもと保護者（定員50組）　▽申込：1月
21日（金）までにあいアイへ

　　　対象の予防接種はお済ですか？
予防接種は、予診票を対象の方に送付してあります。
　今年の3月31日までに接種をしない場合は、任意接種
となり全額自己負担となります。
　また、進学先などで接種状況を確認することがあります
ので、お早目の接種をお願いします。

●稲敷市健康増進課（ふれいあいセンター）　tel.0297-87-
6111

　　　地区健診～もれ者対象～
地区健診のもれ者を対象に健診を行います。（全地区対象）

▽日時：2月4日（金）　午前10時〜11時、午後1時30分
〜2時30分　▽会場：桜川保健センター
　予約は不要ですが、大腸がん検診は申し込みが必要です。
大腸がん検診を希望される場合は、健診日の10日前まで
に申し込みください。
※特定健診（40〜74歳）を受ける方は、医療保険者から発
行された特定健康診査受診券が必要です。
●稲敷市健康増進課（ふれいあいセンター）　tel.0297-87-
6111 △あいアイフェスティバル △クリスマス・アレンジメント作成

学年 予防接種名

年長児 麻疹・風疹混合ワクチン

小学6年生 二種混合（破傷風・ジフテリア）ワクチン

中学1年生 麻疹・風疹混合ワクチン

高校3年生 麻疹・風疹混合ワクチン

広報稲敷平成23年1月号　2223　広報稲敷平成23年1月号

あそびの広場日程 1月
21日（金）  給食体験（離乳食カミカミ期）（5組）

25日（火）  手芸講座（どなたでも）

27日（木）  わらべうたで遊ぼう（どなたでも）

2月
1日（火）  鬼のお面を作ろう（どなたでも）

3日（木）  みんなで豆まき（どなたでも）

8日（火）  ムーブメント（どなたでも）

10日（木）  給食体験（離乳食完了児）（5組）

15日（火）  赤ちゃん集まれ！（首座り〜 1歳半位）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

1月
20日（木）  英語で遊ぼう（2歳以上）

21日（金）  給食体験（離乳食カミカミ期）（5組）

26日（水）  羊毛フエルト体験（どなたでも）（20組）

28日（金）  おやつを作ろう（2歳以上）

2月
2日（水）  鬼のお面を作ろう（どなたでも）

4日（金）  ソフトダンス体験（どなたでも）

9日（水）  赤ちゃん集まれ！（首座り〜 1歳半位）

10日（木）  給食体験（離乳食完了児）（5組）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）

※下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時〜午後4時）

は予約なしで自由に遊べます。
1月
18日（火）  おにのお面をつくろう／あいアイ
19日（水）  おにのお面をつくろう／東保健センター
20日（木）  おにのお面をつくろう／桜川保健センター
21日（金）  おにのお面をつくろう／江戸崎保健センター
25日（火）  歌って踊って…（定員30組）／あいアイ
26日（水）  すくすくday ／東保健センター
27日（木）  誕生会（1月生まれ）／あいアイ
28日（金）  ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
２月
9日（水）  すくすくday ／東保健センター
10日（木）  ママとあそぼう／あいアイ
15日（火）  ひな人形をつくろう／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

行事予定（1月15日～2月15日）
▽東保健センター：2月4日（金）午後1
時〜　対象＝平成21年6月27日〜7
月21日生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：1月25日（火）

午後1時〜　対象＝平成20年12月5
日〜20日生まれ
▽ふれあいセンター：2月15日（火）午
前9時45分〜　対象＝平成20年12
月21日〜平成21年1月25日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：1月24日（月）

午後1時〜　対象＝平成19年12月6
日〜21日生まれ
▽桜川保健センター：2月10日（木）午
後1時〜　対象＝平成19年12月22
日〜平成20年1月13日生まれ
マタニティースクール
▽江戸崎保健センター：1月19日（水）

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）

■三種混合
▽東保健センター：2月7日（月）

■ポリオ
▽ふれあいセンター：1月20日（木）

▽江戸崎保健センター：2月1日（火）

■BCG
江戸崎保健センター：2月8日（火）

3か月児健診
▽江戸崎保健センター：2月2日（水）

午前9時45分〜
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：1月18日（火）

午後1時〜　対象＝平成21年6月10
日〜26日生まれ

子育てひろば
▽江戸崎保健センター：2月1日（火）、
9日（水）　対象＝平成22年7月〜8月
生まれ
離乳食相談
▽東保健センター：1月21日（金）午前
10時〜
住民健康相談（要予約）
▽東保健センター：1月21日（金）午前
10時〜
献血
▽市役所江戸崎庁舎：1月14日（金）　
午前9時30分〜
▽桜川保健センター：1月14日（金）　
午後1時30分〜



生涯学習
  ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）  tel.0297-87-3439
    fax.0297-87-5306

  ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
  ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
  ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
  ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

▽日時：2月19日（土）　午後2時〜 3
時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

新利根公民館図書室

おはなし会
初めての方もどうぞおいでください。
▽日時：2月12日（土）　午前10時30
分〜 11時30分　▽場所：新利根公民
館　2階和室

新着図書
「KAGEROU」斎藤智裕、「逃げる中高
年、欲望のない若者たち」村上龍、「ね
むり」村上春樹、「どんぐり姉妹」よし
もとばなな、「ネバーランド」藤野千夜、
「錨を上げよ　上・下」百田尚樹、「きみ
がくれた未来」ベン シャーウッド、「体
脂肪計タニタの社員食堂　続」タニタ、
ほか

新着CD
現代オーボエの領域、ザ・フォール（デ

ラックス・エディション）／ノラ・ジョー
ンズ、銀魂BEST、ONE PIECE MEM
ORIAL BEST 、映画30周年記念企画 
ドラえもん映画主題歌大全集、ほか

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。

市立図書館

ギャラリーの展示
デジタルカメラクラブの写真を展示し
ます。花や風景写真など、12人の作
品です。どうぞご覧になってください。
▽日時：1月19日（水）〜2月15日（火）

▽場所：図書館2階ギャラリー

子ども映画会
■「くまのがっこう」
優しいお兄ちゃんぐま11匹と女の子
のお話。
▽日時：2月12日（土）、13日（日）　
午後2時〜（上映時間20分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：1月30日（日）　午前10時30
分〜 11時

新着図書（左から）

「歌舞伎町セブン」誉田哲也
「前夜の航跡」紫野貴李
「月のさなぎ」石野晶
「東慶寺花だより」井上ひさし
「南海の翼」天野純希
「追悼者」折原一
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新利根地区ハイキング

水戸、偕楽園の寒梅を見ながら千波湖
を歩こう！
新利根地区ハイキングを開催します。
　申し込みなどの詳細につきまして
は、新利根地区の区長回覧で各戸にチ
ラシを配布しますので、ご覧ください。
▽日時：2月27日（日）　午前８時〜午
後5時30分（集合：午前7時50分）　▽

集合場所：稲敷市新利根庁舎駐車場　
▽行き先：千波公園周辺（水戸市）　※
雨天の場合はアクアワールド大洗（団

体料金大人1,400円／小人700円は各自

負担）　▽対象：新利根地区在住の方
（小学生以下は保護者同伴）　▽募集人
員：75人（定員になり次第締め切り）　▽
申込方法：2月6日（日）の午前8時30

新利根地区混合バレーボール大会結果
　　　

稲敷市秋季硬式テニス大会結果
　　　

11月21日、新利根体育館で、新利
根地区混合バレーボール大会が開催
されました。
　参加10チームで予選リーグ・決
勝トーナメント戦を戦いました。
優勝：根本
準優勝：Wink
第3位：なでしこ

11月7日、桜川総合運動公園で、平
成22年度稲敷市秋季硬式テニス大
会が開催されました。
　絶好のテニス日和の下、ミックス
ダブルス32ペアが参加。本戦は6
ゲームタイブレークマッチで、コン
ソレーションは6ゲーム先取で順位
を競いました。
■ 本戦の部
優勝：青山・前山（toUch・桜川TC）

準優勝：蔭山・森田（アラスカ・アラス

カ）

第3位：飯島・小関（江戸崎TC・江戸

崎TC）／本名・神宮寺（m＆ｍ・ｍ＆ｍ）

■ コンソレーションの部
優勝：寺越・加藤（すだちTC・すだち

TC ）

図書カレンダー 1～2月
市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
1月
              15 
  16  17  18  19  20  21  22 
  23  24  25  26  27  28 29 
  30  31
2月
      １  ２  ３  ４  ５ 
  ６  ７  ８  ９  10  11  12 
  13  14
江戸崎図書室
毎週月曜日、1月25日（火）、2月
11日（金）

新利根・桜川図書室
毎週月曜日、2月11日（金）

■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

準優勝：古川・古川（ラ・フランス・ラ・

フランス）

根本

分から午後5時までに新利根公民館へ
参加費を添えて申し込んでください。
▽参加費：大人2,000円／小学生以下
1,000円　▽持ち物：お弁当、水筒、帽
子、汗拭き、着替え、レジャーシートな
ど　▽その他：動きやすい服装で参加
してください。
●稲敷市生涯学習課社会体育係　
tel.0297-87-3439
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短歌

ひ
こ
孫
が
一
人
ふ
え
た
る
月
の
ぜ
ん	

坂
本
美
園（
戸
張
）

龍
の
玉
三
代
続
く
婿
の
家	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

長
命
を
願
ふ
て
木
の
実
拾
ひ
け
り	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

箱
づ
め
の
リ
ン
ゴ
大
子
の
陽
の
匂
ひ	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

秋
の
暮
隣
と
言
っ
て
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

小
春
日
を
足
あ
げ
て
寝
る
猫
の
あ
り	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

倒
れ
菊
只
で
は
起
き
ぬ
風
情
な
り	

石
井
忠（
橋
向
）

バ
ス
停
へ
抜
け
る
小
道
や
菊
の
畑	

宮
本
芳
子（
切
通
）

村
祭
り
踊
り
疲
れ
し
白
狐	

山
本
授
子（
犬
塚
）

着
ぶ
く
れ
て
犬
の
元
気
を
持
て
余
し	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

シ
ョ
パ
ン
聴
く
欅
落
葉
の
ノ
バ
ホ
ー
ル	

岡
村
敏
子（
新
山
）

蟷
螂
の
最
后
の
気
迫
見
え
に
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

赤
ん
坊
は
や
三み
つ
め目
な
り
菊
の
朝	

篠
田
啓
子（
新
山
）

う
す
眼
あ
け
知
ら
ぬ
素
振
り
も
か
ま
ど
猫	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

照
紅
葉
白
壁
塀
の
小
学
校	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

日
に
弾
む
甍
の
雀
一
茶
の
忌	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

冬
近
く
陽
だ
ま
り
恋
し
き
日
々
と
な
り	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

風
捉
え
黄
金
白
金
す
す
き
原	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

山
に
買
う
茸
の
み
や
げ
や
や
不
安	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

山
陰
の
植
樹
も
済
み
て
庭
小
春	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

初
冬
や
骨
董
市
も
店
僅
か	

埜
口
信
子（
阿
波
）

孫
等
発
ち
小
さ
き
布
団
干
し
に
け
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

七
十
路
板
に
つ
い
た
る
鮭
捌
き	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

老
眼
鏡
か
け
て
も
読
め
ぬ
説
明
書
け
し
粒
の
字
は
黒
く
ぼ
や
け
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

秋
風
の
囁
く
が
如
唄
う
如
も
み
じ
葉
落
つ
る
竜
頭
の
滝
に	

内
田
君
代（
沼
田
）

街
の
花
火
二
人
坐
っ
て
見
る
こ
と
の
い
つ
ま
で
な
ら
む
時
を
惜
し
め
り	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

視
力
よ
し
泌
尿
ま
た
よ
し
診
察
の
結
果
を
先
ず
は
亡
き
妻
に
告
ぐ	
根
本
正
直（
門
前
）

秋
風
に
一
杯
の
茶
の
温
も
り
は
心
も
な
ご
む
勝
浦
の
旅	
松
本
静
子（
西
町
）

「
同
窓
会
た
つ
の
こ
山
の
れ
べ
る
で
す
」敏
子
ち
ゃ
ん
の
声
は
も
う
弾
ん
で
る	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

こ
ろ
び
て
は
起
き
あ
が
れ
ず
の
我
を
呼
び
し
老
犬
の
瞳
忘
れ
得
ざ
る
も	

及
川
良
三（
佐
倉
）

時
雨
降
る
濡
れ
て
色
濃
く
も
み
じ
葉
に
伝
う
し
ず
く
の
色
に
染
ま
り
見
ゆ	

財
部
睦
美（
光
葉
）

夫
つ
く
る
大
輪
の
菊
咲
き
盛
り
日
暮
れ
は
雪ぼ
ん
ぼ
り洞
の
灯
る
が
ご
と
し	

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

日
ぐ
れ
道
急
ぎ
て
来
れ
ば
家
毎
の
夕
餉
の
献
立
匂
い
に
て
知
る	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

墓
石
に
見
え
て
か
く
れ
て
夏
帽
子
師
の
お
参
り
に
今
日
若
い
人	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
北
大
名
誉
教
授
に
花
束
贈
呈
し
て
い
る
孫
が
テ
レ
ビ
に
う
つ
り
て
い
た
り

	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

畑
の
土
盛
り
あ
げ
て
い
る
人
の
背
に
在
り
し
日
の
父
を
重
ね
て
見
る
も	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

靴
帽
子
胸
の
名
札
が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と「
行
っ
て
き
ま
す
」に
合
せ
て
跳
る	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

夜
泣
き
す
る
幼
子
ね
か
す
母
親
の
声
は
靜
か
に
ゆ
り
か
ご
の
歌	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）

乙お
と
め
ご

女
子
の
髪
の
毛
色
の
栗
の
実
が
ほ
く
ほ
く
茹
だ
り
て
ひ
と
日
お
だ
し
き	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

つ
つ
が
な
く
存な
が

ら
う
庵
に
筆
も
ち
て
清さ
や

け
き
月
に
な
お
夢
を
追
う	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

父
母
と
同
じ
世
代
の
歌
友
ら
と
歌
を
紡
ぎ
合
う
秋
の
日
の
午
後	

根
本
邦
子（
押
砂
）

木
枯
ら
し
に
帽
子
取
ら
れ
て
お
ろ
お
ろ
と
す
く
め
ば
人
の
拾
い
く
れ
た
り	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

た
よ
る
も
の
外
に
は
あ
ら
ぬ
一
人
旅
終
え
て
老
瀨
の
身
を
し
ね
ぎ
ら
う	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）

背
番
号「
３
」と
手
を
つ
な
ぎ
入
場
の
孫
は
ガ
リ
バ
ー
と
小
び
と
の
ご
と
し	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

夕
映
え
の
無
風
に
落
つ
る
柿
の
葉
の
永と

わ久
に
離
る
る
身
と
は
な
り
け
り	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

ど
う
し
て
も
解
け
ぬ
数
独
投
げ
出
し
て
空
ゆ
く
雲
を
し
ば
し
目
に
追
う	

板
橋
道
子（
福
田
）

稲
敷
市
に
は
国
道
・
県
道
・
市

道
が
何
本
も
走
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
例
え
ば
国
道
１

２
５
号
線
は『
銚
子
街
道
』、
県

道
５
号
線
は
『
潮
来
街
道
』
と

通
称
で
呼
ば
れ
る
道
が
あ
り
ま

す
。国
道
何
号
線
と
か
県
道
何

号
線
と
言
う
よ
り
何
々
街
道
と

言
っ
た
方
が
親
し
み
や
す
く
、

何
処
を
結
ぶ
道
か
判
り
や
す
い

か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
『
中

山
道
』
や
『
奥
州
街
道
』
な
ど
、

現
在
の
国
道
の
よ
う
な
幹
線
街

道
（
五
街
道
＝
東
海
道
・
甲
州
街

道
・
日
光
街
道
）が
あ
り
、『
北
国

街
道
』や『
水
戸
街
道
』な
ど
の

枝
の
よ
う
に
分
か
れ
た
脇
街
道

が
、
さ
ら
に
多
く
の
町
や
村
を

結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
人
々
の
往
来

は
自
由
に
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。た
だ
一
つ
自
由
に
行

き
来
で
き
る
の
が
神
社
や
お
寺

に
詣
で
る
こ
と
で
し
た
。伊
勢

神
宮
に
詣
で
る
御
伊
勢
参
り
の

『
伊
勢
街
道
』、
成
田
山
新
勝
寺

に
詣
で
る
『
成
田
街
道
』
な
ど

が
有
名
で
す
が
、
稲
敷
市
に
も
、

大
杉
神
社
に
詣
で
る
『
阿
波
街

道
』が
あ
り
ま
す
。

　
『
阿
波
街
道
』
は
車
の
無
い

時
代
に
人
や
荷
車
の
往
来
で
き

る
程
度
の
道
幅
で
し
た
。ほ
と

ん
ど
は
稲
敷
台
地
の
上
を
通
り

ま
す
が
、
坂
を
上
っ
た
り
、
下

っ
た
り
、
時
に
は
谷
津
田
の
縁

を
通
っ
た
り
、
昔
の
人
は
徒
歩

で
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
想
い

ま
す
。現
在
で
は
何
処
を
通
っ

て
い
た
の
か
も
確
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
街
道
沿
い
の
人
々

は
、
こ
こ
が『
阿
波
街
道
』だ
と

教
え
て
く
れ
ま
す
。そ
の
記
憶

を
た
ど
っ
て
『
阿
波
街
道
』
を

探
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
杉
神
社
を
出
て
、

新
し
く
出
来
た
門
を
く
ぐ
り
、

国
道
１
２
５
号
線
を
横
断
し
て

南
に
下
り
、
谷
津
田
の
奥
に
出

ま
す
。再
び
国
道
１
２
５
号
線

に
出
て
霞
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
中
を
抜
け
、
十
三
塚
に
出

ま
す
。さ
ら
に
進
む
と
、
土
浦

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
敷
地
に

入
り
、
そ
の
中
程
で
左
に
折
れ

て
神
宮
寺
に
向
か
い
ま
す
が
、

左
折
す
る
と
こ
ろ
に
道
標
①
が

あ
り
ま
す
。県
道
江
戸
崎
・
神

崎
線
を
横
断
す
る
と
こ
ろ
に
道

標
②
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
昔
、

千せ
ん
ば葉
野の

と
呼
ば
れ
た
原
野
に
入

る
手
前
を
右
に
折
れ
、
こ
こ
に

道
標
③
。高
田
神
社
の
前
を
通

り
、
小
野
川
を
右
に
見
て
駒
塚

台
へ
上
が
り
ま
す
。大
六
天
様

の
前
を
通
り
、
小
野
川
を
右
眼

下
に
見
て
、
曳
舟
か
ら
駒
塚
へ

の
交
差
点
に
出
た
所
に
、
道
標

④
。以
前
は
松
並
木
が
小
野
ま

で
続
い
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

現
在
は
桜
並
木
に
代
わ
っ
て
い

ま
す
。逢
善
寺
に
出
る
と
門
前

の
小
野
の
街
並
を
通
り
、
枡ま
す

形

（
騎
馬
に
追
わ
れ
て
も
、
鍵
形
に
道

が
曲
が
っ
て
い
て
走
り
抜
け
ら
れ

な
い
）
道
を
抜
け
て
真
っ
直
ぐ

進
む
と
、
伊
佐
津
の
お
不
動
様

に
出
ま
す
。さ
ら
に
尾
根
道
を

進
み
、
以
前
は
灌
漑
用
に
貯
め

て
い
た
池
の
縁
に
一
旦
降
り
て
、

さ
ら
に
稲
敷
台
地
に
上
り
、
西

に
向
か
っ
て
『
阿
波
街
道
』
は

続
き
ま
す
。

　

伊
佐
津
の
二
条
城
の
城
主
の

金
剛
寺
甲
斐
守
は
江
戸
崎
の
土

岐
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
際
、『
阿

波
街
道
』
を
逃
げ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
龍
ケ
崎
市
馴

馬
に
金
剛
寺
姓
が
あ
り
ま
す
。

『
阿
波
街
道
』
は
龍
ケ
崎
ま
で

だ
っ
た
か
、『
水
戸
街
道
』に
つ

な
が
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
。

　
『
阿
波
街
道
』
は
逢
善
寺
や

高
田
神
社
・
大
六
天
様
・
お
不

動
様
と
い
う
よ
う
な
寺
や
神
社

を
結
ぶ
祈
り
の
街
道
で
も
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
道
標
を
目
印
に
行
き

来
し
た
の
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
『
阿
波
街
道
』
に
つ
い
て
ご

存
知
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
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・「
江
戸
崎
の
石
仏
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）」

（
昭
和
63
年
刊
行
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参
照

●
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史
民
俗
資
料
館　
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２
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る
さ
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第
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阿
波
街
道
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街
道
と
道
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●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
惠
子
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原
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岡
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左
衛
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な
め
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右
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駒
塚
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か
う
さ
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さ
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あ
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か
し
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て
う
し

▽道標④駒塚の文字

▽道標④駒塚

左

左
側
面

正
面

後
面



広報稲敷　1月号　発行日：平成23年1月17日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
tel.029-892-2000（内線2402）fax.029-892-0906 ／稲敷市HPhttp:// www.city.inashiki.lg.jp/ モバイル版HP

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽明けましておめでとうございます。今年も広報稲敷をよろしくお願いいたします。
噂のあげ餅の正体？が解ったそうです。来月号に期待してください。（i）　▽あけましておめで
とうございます。お正月は少しはゆっくり休むことができましたでしょうか？新たな一年、気持
ちをリフレッシュして、元気に生活していきましょう。（栗）

安全・おぶ・稲敷　　曲渕駐在所　

■お名前を教えてください。
渡辺功といいます。
■勤務年数は
警察官としては今年で9年目になりま
す。こちらの駐在所に赴任したのは昨
年の4月からです。
■地域の特徴は
事件事故の発生が少なく、のんびりし
ているところだと思います。土浦警察
署、鹿島警察署などを歴任してきまし
たが、以前の勤務地に比べると、犯罪
や事故が極端に少なく、接していただ
ける住民の方もとてもおおらかで、大

変いいところだと思います。
■日々心がけていること
なるべく外に出ることを心がけていま
す。私の姿を地域内に見せることによ
って、少しでも犯罪の抑止につながれ
ばと考えています。また、地域とのコ
ミュニケーションをとって身近な駐在
所にすることを心がけています。
■駐在所勤務になって
今までは、犯罪者や違反者の検挙が主
な仕事でした。ここにきて感じるのは、
いかに事故や犯罪から、住民の皆さん
を守っていくかということ。また、地

域の特性などもしっかりと理解してい
かなければと感じました。地域の皆さ
んに色々教えてもらいながら、事故や
犯罪が「0」になることをめざし、がん
ばっていきます。
■住民に対して一言
この時期は日が暮れるのも早いです。
暗くなってからの交通事故や不審者な
どには、十分注意してください。また、
暖房器具の取り扱いにも注意してくだ
さい。

住所：稲敷市曲渕289-1 ／電話番号：0299-79-0077
管轄地区：余津谷・清久島・橋向・押砂・曲渕・四ツ谷・六角・結佐・手賀組新田・佐原組新田・
八千石　地区04no.

至 成田市

あずま
南小学校
あずま
南小学校

郵便局郵便局

利根川
神
崎
大
橋

神
崎
大
橋至 

水
郷
大
橋

至 

常
総
大
橋

至 幸田
曲渕駐在所曲渕駐在所


